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企業概要 
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福岡市 

北九州市 

社   名 合同会社ひびくー 
 HiBiQoo LLC (Limited Liability Company) 

 

所 在 地 北九州市若松区 
 

設   立 平成23(2011)年5月10日 

https://hibiqoo.co.jp 
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ひびくーの目指すもの[ミッション] 
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研究の背景…ひびくーの取り組み 
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“消費者へ届く”資源循環を創る → マイクロリサイクル 
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マイクロリサイクルの最初のターゲット 

リサイクル時のエネルギー効率が良く 
適量が集まる植物由来の樹脂 
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SEM×50 

植物由来の素材と陶石・粘土等を主原料とした 
低温・短時間で焼成可能な低温固化陶土 

素焼と似た質感を有する 

マイクロリサイクルの出口のひとつとして 
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ポリ乳酸のエコカップ 

徐々にマイクロリサイクルの事例が増えつつある 
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マイクロリサイクルで給水カップをトロフィに変える！ 

給水所 

前回も見た 
リサイクルされるカップだ！ 

回
収
箱 

植物由来の 
バイオマス 
給水カップ 

ランナー 
ボランティア 

 カップを回収 
水で軽く濯いで 
重ねると良いね 

エコ素材使用 分別回収 

再生処理 

給水所 
GOAL 

回
収
箱 

エコ素材使用 分別回収 

FOLMICSトロフィ製造 

リサイクルされて 
トロフィになったんだ！ 

環境教育効果（＋見える化） 

リサイクル(マテリアル) 

2017/10/13 Page9 



Copyright ©2015-2017 HiBiQoo LLC. All rights reserved.  

マイクロリサイクルの問題点 
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合同会社ひびくー 店舗 
アクティビティ 
イベント等 

FOLMICSｸﾞｯｽﾞ 
効果の見える化等 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器等 
分別回収・簡易洗浄済 

FOLMICS製 
グッズ等 

≒
 

再生処理 
（FOLMICS製造） 

再生処理 
（FOLMICS製造） ≒

 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ容器等 
分別回収・簡易洗浄済 

各プロセスにおける再生資源の量の関係 

単独のﾘｻｲｸﾙﾙｰﾌﾟで 
需給バランスを 
取るのは難しい 

1バッチの処理量 
が少なくコスト増大 

ｸﾞｯｽﾞの計画が無ければ 
ｼｽﾃﾑ参加しにくい 
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マテリアルファンド 

A事業者 
（大手企業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ） 

B事業者 

C店舗 

Dイベント 

E大会 

再生資源 

再生資源 

再生資源 

再生資源 

再生資源 

再生資源 

再生資源 

再生資源 

再生資源 

まとめて再生処理 

B事業者 

C店舗 

（翌年）Fイベント 

余剰資源 

A事業者 

FOLMICSｸﾞｯｽﾞ等 

FOLMICSｸﾞｯｽﾞ等 

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 
環境教育 

伝統工芸振興 
地域の活性化 
ｴｺｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ 

など 

余剰資源の有効活用による付加価値増や 
グッズ選択肢の広がり 

E大会 
（同じ大会で使いたい） 

資源量が一致していないニーズにも対応 

マテリアルファンド自体のブランド化 

再生資源 FOLMICSｸﾞｯｽﾞ等 

FOLMICSグッズ等 

余剰資源で 
臨機応変なニーズ対応 

再生資源を 
一括処理することで 
コストメリットを生む 

＋付加価値 

課題解決策としての新しいコンセプト“マテリアルファンド” 
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マテリアルファンドの実現に向けて 
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ミニ実証： 自治体主催のイベント 



Copyright ©2015-2017 HiBiQoo LLC. All rights reserved.  

ミニ実証： アウトドアスポーツ（1） 
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北九州・平尾台 
トレイルランニングレース 

【開催場所】 
北九州市平尾台 

【参加者】 
ロング40km 400人 
ショート17km 300人 
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ミニ実証： アウトドアスポーツ（2） 

信越五岳トレイルランニングレース 
開催場所：新潟・長野県境、110km 

参加者：約750人 
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ミニ実証の結果 

現場の反応 
⇨ 負荷が掛かるが地域のスポーツイベントを支えるやり甲斐が上回る 
⇨ 年齢に関係なく参加できるのが良い 
☞ リサイクルをイベント化することもできる（リサイクルを楽しむ） 

主催者の反応 
⇨ マテリアルファンドのコンセプト・システムについては理解 
 （資源が適切に管理されているのであれば特に問題ない） 
⇨ 全取り組み共通：リサイクル品を還元して貰いたい／結果を見える化したい 
 （コストについては検討が必要） 
⇨ 全取り組み共通：次回からはカップを買っても良いので続けたい 
⇨ 飲料スポンサーにとっても環境配慮面のインセンティブになっている 

 
環境配慮型の 

取り組み、企業活動、イベント等との親和性が非常に高い 
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ミニ実証＋企業ヒアリングの結果 

求めるアウトプットは多種多様 
 プロダクツの違い： 1点もの、量産による低コスト、高品質、リサイクル感が伝わるもの 
 使用場面の違い： 小学生向け環境教育～大会優勝者へのトロフィー まで 

 〇少量多品種のプロダクツ製造プロセスの開発が必要 

アウトプットのプロダクツだけでなくプロセスの見える化にもニーズあり 
 取り組みのPRが参加者の第一目的…消費者参加型の活動の重要性が再認識された 
 〇プロセスのデモンストレーションモジュール 
 〇ものづくりワークショップの実施 など 

企業名・ロゴの表示には比較的肯定的 
 現在のままでも表示OK／信頼性が高まればOK 
  他の企業も入っていると判断しやすい 
 ファンドの運営体制が知りたい 

 
 

マテリアルファンド自体のブランド化も求められている 
民間企業は自社の名前を出すことに慎重。実績による信頼性向上が必須。 
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少量多品種に対応した製造プロセス 
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デジタルデータから迅速かつ安価にFOLMICS製品を製造するプロセスを開発 
個別のニーズに対応したリサイクルのアウトプットが可能になる 

量産用使用型 

デジタル原型 3D出力原型 
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少量多品種に対応した製造プロセス 
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平尾台トレイルランニングレース2017において2015年の回収カップを用いた完走証立てを還元 

完成品＋完走証 
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その後～今後の展開 

マテリアルファンドの面的実証：門司港エリアでの取り組みを加速 
⇨ 風師人形PJの発展 
  →商品化 ～ 外交でも活躍（カンボジア、ベトナム、中国） 
  →デザイン面で地元・門司港のアーティストとの連携 
 ［最終製品のデザインを地域で完結させる］ 

⇨ 門司港エリアで商品販売決定 
  →風師人形ほかFOLMICS製品（将来的には門司港で回収した資源を活用） 
 ［製品の高付加価値販売］ 

⇨ 欧米クルーズ船寄港ワークショップ 
  門司港・三宜楼にてワークショップを実施（将来は循環ストーリーもWSに組み込む） 
 ［インバウンド対策、海外展開］ 

⇨ 今後：イベントベースで資源循環のしくみを導入し、徐々に見える化を図る予定 
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街の活性化をマテリアルファンドがサポートする 
地方創生時代の資源循環システム 




